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新春のお慶びを申し上げます。新しい一年が、子どもたち

にとって、また、保護者や地域の皆様方にとって笑顔があふ

れる年になりますようお祈り申し上げます。 

２学期の終業式では、「自分一人で楽しむこともいいが、

誰かと一緒に取り組む中で感じる楽しさもいいものだ。ま

た、人と関わる中で生じる摩擦には、できれば自分の力で乗

り越えてみよう。うまく折り合いをつけてみよう。」という

話をしました。この休みにご家族・親戚・友達などと過ごす

中で、様々な経験を積んだことでしょう。これからの生活に生かされることを期待しています。 

さて、子どもたちをほめることは、私たち、教育の専門家である教員でもなかなか難しいもの

です。 

例えば、子どもが今までできなかった二重跳びができるようになった時、どのようにほめます

か。「よかったね」とか、「二重跳び、できたね」などとほめることでしょう。このほめ言葉で

も十分ですが、「二重跳び、できたね」の後に、一声添えてみてはいかがでしょうか。それは、

「なんで
．．．

跳べるようになったの」です。あるいは「どうして
．．．．

こんなに上手になったの」です。 

おそらくこの一言によって、子どもは「腕を回すんじゃなくて、手首を回すんだよ」と自慢げ

に話すことでしょう。懸命に練習したプロセスまで話してくれるかもしれません。大人のちょっ

とした一言は、自然と自分自身の活動を振り返らせる効果があり、ほめられたことが成功体験と

して蓄積していきます。そして、次もがんばろうという意識が生まれてきます。 

次に、「なんで○○しないの！」「どうして○○できないの！」と叱りたい時です。この「な

んで」「どうして」の言葉は、子どもにはマイナスでしかなく何の効果もありません。使う大人

は感情がヒートアップするばかりです。ここは「なんで」「どうして」をぐっと我慢し、「何が
．．

」

に置き換えます。「何が
．．

あったの？」と言うのです。「何が
、、

あったの？」と尋ねると、子どもは、

自分のことだけでなくて自分を含めた環境について聞かれていると思い、事実が話しやすくなり

ます。自分の口で事実が言えると、次は気を付けようという意識が生まれてきます。 

私たち大人の言葉一つで、子どもは自然と自分自身を振り返り、自分の力で成長していきます。

特別なことをしなくても、自然と「自立」した大人になっていくものです。 

私たち大人が添える言葉次第です。 

「なんで」「どうして」 

校長 石川 顕一 

 令和７年 

１月 

令和７年１月７日（火） 

TEL048-831-2281 
http://kizaki-e.saitama-city.ed.jp/ 
E-Mail kizaki-e@saitama-city.ed.jp 

さいたま市立木崎小学校 学校だより 

▲ミュージックタイム 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 主な行事 下校時刻 

６ 月  ～冬季休業日  

７ 火 学級の時間 ３時間授業 始業式  １１：５０下校 

８ 水 Ｇ・Ｓ ３時間授業 身体計測５・６年 １１：５０下校 

９ 木 Ｇ・Ｓ 

４時間授業 給食開始 
身体計測 ひ・１・２年 
さいたま市学習状況調査３・４年 
競書会５・６年 

１３：４０下校 

１０ 金 朝読書 
４時間授業 身体計測 ３・４年 
さいたま市学習状況調査５年 
競書会３・４年 安全の日 

１３：４０下校 

１１ 土 学級の時間 
学校公開日 月曜日課３時間授業 
木崎の歴史を学ぶ会５・６年（３校
時） 

１１：５０下校 

１２ 日    
１３ 月    

１４ 火 学級の時間 
月曜日課 委員会 
さいたま市学習状況調査６年 

通常通り 

１５ 水 Ｇ・Ｓ  通常通り 
１６ 木 Ｇ・Ｓ 放課後チャレンジスクール 通常通り 
１７ 金 朝読書   通常通り 
１８ 土    
１９ 日    
２０ 月 学級の時間 クラブ 通常通り 
２１ 火 学級の時間 ミュージックタイム 通常通り 

２２ 水 Ｇ・Ｓ 
５年読解力チャレンジ 
５年薬物乱用防止教室 

通常通り 

２３ 木 学級の時間 放課後チャレンジスクール 通常通り 
２４ 金 なかよしタイム  通常通り 
２５ 土    
２６ 日     
２７ 月 学級の時間 クラブ 通常通り 
２８ 火 給食集会 教育相談日 通常通り 
２９ 水 Ｇ・Ｓ  通常通り 

３０ 木 Ｇ・Ｓ 
学校保健安全委員会 
放課後チャレンジスクール 

通常通り 

３１ 金 朝読書 
新入学児童保護者授業公開及び相
談会 

通常通り 

               生活目標  食べ物に感謝しよう 
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